






1,研究の背景 

1)本邦に於ては新生児,幼若乳児期を除き,幼児学童期の心疾患については,その実態に応

じて,検診が制度化されている。 

2)新生児,幼若乳児期以降の小児心疾患に対しては,診断と治療法が進歩し,国際的水準に

まで達しつつある。 

3)非侵襲的診断法と侵襲的診断法については,夫々の等価,代用,互換,相補性が問われねば

ならぬ段階に達している。非侵襲的診断法の確立と適正化によって,新生児医療や心疾患の

追跡,管理の改善と,医療費の削減への可能性が出てきた。 

4)各種小児の心疾患の治療による合併症,残遺症,続発症の存在が認識され,長期管理の適

正化が求められている。 


